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○クロムブックを使用する
ことで生徒の理解度が高
まるというアンケート結果
が出ているので、使用頻
度をもっと上げてもよいの
ではないか。

○教員のICT活用能力向
上のための取組を充実さ
せてほしい。

○ホームページやインスタ
グラムでの広報活動が充
実しており、評判がよい。
また、西日本シティ銀行前
の掲示板や横断幕も地域
の人がよく見ているのでよ
い宣伝になっている。

○小郡学区の学校説明会
や中学生体験入学などを
通して朝倉高校の良さをさ
らにアピールして生徒募集
につなげてほしい。

・小郡学区対象の学校説明
会アンケート実施（中学生・保
護者）・朝高訪問のアンケート
実施（保護者）

・日本学生支援機構
　奨学金申込116件

実施なし

教科間で使用頻度に差が見
られる。

①クロムブック使用頻度
ほぼ毎日：５５％
週３日以上：４１％

②使用による理解度
高まる：９５．８％
高まらない４．２％

評価項目 具体的目標 評価（３月）

生徒のICT活用推進 B

ICTを使用した業務改善 A

具体的方策

各教科科目における教材・指導法及び評価方法の共有を徹底する。

学校行事等の早めの企画立
案 A

教員のICT活用推進

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

週末や長期休業中の課題を調整し、点検・評価を適切に実施する。

個々の習熟や到達目標に応じた学習指導を実施する。

教科連絡会のさらなる充実により、学習指導に学年全体としてあたる。

成績連絡表等を通して保護者との連携を密にし、家庭と一体となった指導の
確立を目指す。

教科主任会等を通じて、教育課程やクラス編成の検討を行う。

定期的な中学校訪問を行い信頼関係を構築し、教務課と連携し体験入学を
充実させる。

ホームページの更新を適宜行い、最新の情報を中学生、保護者に分かりや
すく伝えるとともに、学校掲示板・インスタの活用による効果的な広報を行う。

小郡学区対象の学校説明会、第７学区進路相談事業の内容を充実させる。

定例のＰＴＡ役員会や各種委員会・運営委員会の開催等に関する早めの調
整を進める。

実施なし

【授業アンケート】
・授業や解説がよく分かる
　全体：96.3% → 96.1%
　(3年：94.8% → 96.1%)
・授業内容に興味がわく
　全体：89.6% → 89.7%
　(3年：88.5% → 92.4%)

学校運営計画（４月）
学校運営方針 校訓「聡明・自立・敬愛」を拠り所とし、一人一人が自己実現を果たすとともに、国家・社会の発展に寄与する人材を育成する。 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

（５） 学校の教育活動を積極的に改善し、社会の変化に対応できる学校の実現 学校の今日的課題を迅速かつ積極的に改善を図る。

「聡明・自立・敬愛」の校訓のもと、本校独自
の「朝倉Ｉ・Ｃプログラム」を掲げ、生徒の高い
知性と豊かな人間性を身につけさせることに
取り組んできた。ＩＣＴ機器・一人一台端末を
活用した学習活動はすでに定着してきたが、
今年度はさらに効果的な活用について検証
し、「主体的・対話的で深い学び」の視点に
立った授業改善を進めていく。高い目標・志
を有し、国内外で活躍できる人材を育成する
ために、朝倉市と連携した課題解決型学習
や本校独自のキャリア教育「朝倉未来塾」を
さらに充実、発展させる。学校行事、部活
動、生徒会活動等を通して生徒の自主性や
主体性及び協働の喜びを涵養し豊かな人間
性の育成を図る。

（１） 自己実現に必要な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を実現する学習指導
ＩＣＴ機器・一人一台タブレットを活用し、「主体的・対話的で深い学び」の
視点に立った授業改善を推進する。

A

（２） 将来の夢や志を育み、その実現を目指すキャリア教育の実践
夢や希望を持って主体的に進路を選択できる力を育成するとともに、希
望進路実現のために必要な資質・能力を高める。

（３） 規律と責任を重んじ、自主性や主体性及び協働の喜びを涵養する生徒指導
学校行事、部活動等の機会をとおして生徒の自己指導能力を高め、主
体的なリーダー・フォロワーを育成する。また、協働の喜びや達成感・連
帯感を醸成する。

（４） 人としての資質・能力を高め、人生や社会に生かす学びの実現
　「朝倉Ｉ･Ｃプログラム」を、人としての資質・能力を高める教育活動として
包括的にとらえる。また、カリキュラム・マネジメントの効果的な実践を図
る。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

時代を切り拓く高い志を持ち、国内外で社会をけん引する有為な人材を育成する学校
　
朝倉市と連携した課題解決型学習や学校独自のキャリア教育「朝倉未来塾」等の教育活動を通して、故郷を大切にする心や未来を志向する豊かな発想力、論理的思考力を持つ人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・多様化する社会を生き抜く思考力・判断力・表現力をもった人材の育成
・グローバル社会で必要とされる国際感覚とコミュニケーション能力をもった人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・「総合的な探究の時間」で朝倉市主催の「朝倉未来予想図」に係る研究を行い、朝倉市の研修会・発表会へ
参加することによる地域研究・課題解決学習の充実
・特進クラスの設置により、高い目標や志を有し、国内外で活躍できる人材育成を推進
・ICT機器の活用による「分かる授業」や「考えさせる授業」の 徹底

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・明確な目的意識と旺盛な学習意欲を有する人
・生徒会・部活動等において、本校の中核となって活動するに足る十分な能力・資質を有する人

組織的な学習指導の体制づ
くり A

PTA、同窓会、後援会等との
連携の充実 A

効果的な広報戦略の企画 A

学年団と協力し、生徒が適切に奨学金を利用できるように情報を伝える。

ＰＴＡ関係者や後援会関係者等と意志の疎通を図り、必要に応じて諸行事の
内容を改訂する。

A

○授業に関する評価は高
いが、授業アンケートの取
り方をもっと工夫してもよ
いのではないか。

○学習時間調査では２年
生で少し落ち込むようだ
が、例年このような傾向で
あるならば、指導方法を見
直した方が良いのではな
いか。

A

学校関係者評価委員会
からの意見

A

A

各学年の担任、学年団、各部との連携を密にして各行事の効果的開催に努
める。

月別行事予定を早めに作成し、提示する。

【学習時間調査】
１日平均
　1年：116分 → 108分
　2年：103分 →  96分
　3年：160分 → 210分

実施なし

A

A
アンケートの実施により生徒のICT活用の実態を把握し、生徒の活用推進を
図る。

ICT機器の管理を徹底し、普段の授業で効果的に活用できるよう補助する。

アンケートの実施により生徒のICT活用の実態を把握し、生徒の活用推進を
図る。

必要に応じて研修を企画し、活用推進を図る。

連携体制を作り、故障対応を迅速化することで生徒が積極的に機器を使う状
況を作る。

授業の質の向上と指導方法
の改善 A

生徒の学ぶ意欲の育成及び
自主的学習態度の確立 A

各学年とも教科内で適切に情報共有が行われ、
授業が展開されている。また、考査や模試の分析
を行い、指導内容の改善は適宜行われている。一
方、授業アンケートの結果を生かした授業改善に
ついては十分であるとはいえない。次年度は、「分
かる授業」「興味・関心を高める授業」を目指した
授業改善を推進していく。

過剰な課題等にならないよう調整を行いながら指
導が行われている。また、日々の学習記録をとお
して、生徒とやり取りしながら学習時間確保の指
導を行っている。しかしながら、１・２年生では、１
学期から２学期にかけて学習時間の減少が見ら
れる。次年度は、この期間に学習時間を維持でき
るよう指導を行う。

授業アンケートの綿密な分析や観点別評価方法を軸とした授業改善を行う。

思考力・判断力及び表現力を伸ばす考査問題の工夫や難関大学の過去問
研究に積極的に取り組む。

自宅学習時間「学年数＋２時間」を目標とした学習計画表や家庭学習時間調
査を実施する。

福岡県立 朝倉 高等学校

年２回の教科連絡会をとおして、生徒の状況の共
通認識を図り、指導に生かすことができている。ま
た、成績に関する保護者会等も実施し、家庭との
連携が図られている。
現在の教育課程を検討し、次年度からの教育課
程の変更を行った。

中学校訪問・小郡学区対象の学校説明会の企画
運営を行い、その成果を得ている。課として少人
数で準備を行っているため大変であるが戦略的に
行うことができた。また、インスタやホームページ
を使っての広報活動も充実している。部活動のイ
ンスタについては各顧問がタイムリーに記事が出
せるようにするとより効果的である。

PTA総会や定例会等も早めに調整し、進めること
ができた。前年度11月の役員決めから始まり、常
にPTA役員と細かな調整で連絡をとって連携に努
めた。学友区説明会のあり方等今後も話し合いが
必要な事もある。奨学金の申し込み者が多く、特
に日本学生支援機構は毎年人数が増加している
がスムーズに進められた。

入学式・卒業式を初めとする諸行事について、ス
ムーズに進むように早めの企画立案ができてい
る。部活動の記録（写真）も顧問が定期的に保存
してもらうと、広報活動に便利である。課として記
録はしているが、行事の写真も次年度の参考にな
るため、積極的にいい写真は保存してもらいた
い。

　学年ごとの担当者が日々の機器トラブル等を解
消してくれているので助かった。
　アンケートは３学期に教員、生徒それぞれに実
施。
　より他分掌との連携を密にしていく必要がある。

  機器故障対応の体系化ができていないので次
年度は体系化していきたい。
　日々の授業でのクロムブック使用率が上がって
きている。３学期のアンケートの実施により定量化
を図りたい。
　DX化に関しては年度前半にあまり活動的に動け
なかった。機器整備を行い次年度以降に引き継
ぐ。

　機器の使用率は高まっているが、それに伴い消
耗品の消費が激しくなっているので補充等をより
充実させたい。
　デジタル採点システムの研修ができたので、次
年度の積極的な活用を目指す。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

記録を残し、それに基づいて問題点を明らかにし次年度へ活かす。

学校のDX化を推進しデジタル人材の育成を目指す。

教
務
部

教
務
課

総
務
広
報
課

Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
課

本校にある機器の積極的利用を促す。

ICT支援員、校務支援システム支援員との連携を密にし、校務の効率化を図
る。

デジタル採点システム活用に向けた研修等を実施し校内での採点業務の効
率化を図る。
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項目ごと
の評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校関係者評価委員会
からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

B

B

A

○登下校時の様子を見て
も服装などきちんとしてお
り、日頃の指導が行き届
いていると感じる。

○SNSやインターネットを
通して高校生が事件に巻
き込まれることも多くなっ
ているので、引き続き危機
管理に関する指導を徹底
してほしい。

A

○SCやSSWを積極的に活
用することで、今後もさら
に生徒理解に努めてほし
い。進路変更者が昨年度
よりも減ったことは評価で
きる。

○以前は部活動などでも
学校周辺の清掃活動を
行っていたようなので、今
後も地域に貢献するような
活動をしてほしい。

A

○進路実績については地
域も注目しているので、進
学指導の工夫改善、充実
をお願いしたい。

○生徒が夢を持って自分
の将来を切り拓くことがで
きるようなキャリア教育の
充実をお願いしたい。

A

○図書館オリエンテーショ
ンやビブリオバトルなど生
徒の読書活動を促進する
ための取組がよくなされて
いる。

○職員研修についてはど
のような内容を実施してい
るのか。

・4月以降いじめを受けたこと
がありますか。0％
・4月以降いじめを目撃したこ
とがありますか。0％

・合唱コンクールは。どうでし
たか。満足50％（1年）
・クラス企画はどうでしたか。
満足56％（2年）
・模擬店はどうでしたか。満足
69％（3年）

アンケートを実施しなかった。

実施なし

実施なし

SSWの相談機能を支援策の
検討に活用し、早期対応につ
なげることができた。昨年度
と比較して転退学者数の減
少につながった。

特に実施しない

・大学別説明会８大学
・大学出前講座１０講座

A

A

A

・外部模試分析に各学年に特進クラス比較を入れ
た。教科での実践例などを共有できるようにした
い。
・本校の規模では受講科目の選択はできないこ
と、ハイレベルと標準の選択をやめ、特進クラスの
特徴を出すことなどを課内で確認した。
・特に国公立大学の年内入試対策として、２年次
に志望理由書を書かせる取り組みを取り入れた。
３年１学期の指導へのいかし方を検討していく。

・特に１年次のキャリア教育が重要なので講座等
を入れたいが、費用の捻出が大きな課題。
・大学別説明会を１２年生向けに冬に実施した。次
年度も継続するかどうか検討する。
・２年次の出前講座をより充実させるため、短縮授
業で時間を確保したい。
・１年次の大学学問研究への流れを再検討する。
課題研究との折り合いが課題。

・出願時の活動履歴や志望理由書等が必要な受
験が増えているので、それに向けた総探の取り組
みが必要である．協働的な学びと自分の興味関
心の掘り下げを両立させる必要がある。
・図書研修課と連携し、志望理由書・推薦書の職
員研修を実施する必要がある。実施時期は１学期
末考査が望ましい。

・図書館オリエンテーションは、動画視聴と見学の
2回に分け、効果的なPRを行う事が出来た。
・図書館利用者は増加傾向にあるが、豊富に本や
資料があるのに知らない生徒が多い。総探の授
業での利用やアナウンスをする等検討する。
・総合型選抜の本を図書研修課職員で吟味し選
書することが出来た。

・図書局を中心にビブリオバトルを通して、読書の
推進を行うことができた。次年度は運営側の準備
の徹底と校外の大会出場を検討する。

・図書局による選書購入は、意欲的に行われてい
る。教員側の選書購入希望調査もさらに増えるよ
うに積極的に計画していく必要がある。

○自分の意見や考えを発表
する場面がある。⇒3.16
○クラスメイトとの意見交換
や学びがある。⇒3.29
◎授業中に分からなかったこ
とは、その日のうちに解決す
る。⇒3.05

B

A

・リアテンダントや小論文指導など校内外の先生
方に身になる研修をしていただいた。次年度は個
別最適な研修を実施する方法を検討したい。
・授業アンケート後の還元の仕方を検討する必要
がある。
・人権教育の充実をはかるために外部講師を招聘
して生徒向けまたは教員向けの研修等を検討す
る。

A

A

A

A

キャリア教育の充実 A

ビブリオバトルを実施することで、読書の推進ならびにプレゼン力向上を目指
す。

図書局委員を中心とした図書関連行事を実施し、図書館運営を活性化させ
る。

図書局委員による書店での選書購入（年2回）を実施する。

図書局委員主体による､ビブ
リオバトルや図書関連行事
(文化祭･子ども読書の日･読
書週間など) の企画・運営

大学別説明会、オープンキャンパス、職業体験に参加する機会を設ける。

生徒の興味関心と関連・派生させた学問及び職業研究を企画実施する。

時期、内容ともに効果的な進路説明会・進路講演会を実施する。

職員研修の充実

年５回の職員研修会を設定し、教員の学びの場を提供する。

・小論文研修会実施
　職員向け１回
　生徒向け２回

〇生徒の貸し出し数が昨年
度と比較して200冊程度増加
した。
〇図書館利用者も昨年度と
比べると増加傾向にある。

図書館オリエンテーションや
図書だより、朝読書による読
書活動の啓発と蔵書の充実

A

小論文指導の充実

小論文・面接指導を体系化する。

表現力を育成し、説得力のある小論文を書く力をつけるため、系統立てた小
論文の指導を行う。

職員、生徒への小論文・面接に関する資料等の充実を図る。

図書館オリエンテーション（1年）では、効果的なPRを実施する。

定期的に図書だよりを発行して新刊などの情報発信をし、図書館利用者の増
加を図る。

難関大学８名、国公立大現役
合格者数８０名を目標とした
指導体制の確立

A

教育相談・特別支援教育の
充実 A

基本的生活習慣の確立ととも
に集団や社会への一員として
の自覚と責任の育成

A

学校行事、部活動、生徒会活
動等の機会をとおして生徒の
自己指導能力を高め、主体
的なリーダーフォロワーの育
成、および協働の喜びや達成
感・連帯感の醸成

A

学校保健活動の活性化 A

〇読みたい本の視野が広が
るいい機会となった。
〇読書に苦手意識をもってい
たが、これから読もうと思うよ
うになった。

安全意識の向上

感染症等の予防・対策を徹底する。

保健だよりや健康に関する啓発・推進の情報を定期的に発信する。

主体性を育成する清掃活動を推進する。

保健局･厚生局の活動を活性化する。

定期的な清掃点検を行い､美化の徹底を図る。

教育相談委員会を通して､情報収集・共有を図り、適切な支援を行う。

支援が必要な生徒の実態を把握する。

スクールカウンセラー等、外部専門機関の相談機能を活用する。

系統立てた進路学習を行い、外部模試等のデータを活用することにより、教
科指導及び担任の指導に生かす。

教育環境の整備

今年度も、ネットマナー講演会・交通安全教室を
本校の実態に応じた形で行った。性暴力防止講演
会も行い、日常生活に潜む危険への、予知・対応
の指導を行った。次年度も継続して指導をおこな
い、特にSNSについては、使い方を誤ると人生を
大きく変えてしまうことをしっかりと生徒に使えてい
く必要がある。

次年度は、健康面で配慮が必要な生徒について、
体育的行事前に再度状況を確認し、必要に応じて
健康相談等を行い、より細やかな配慮を心掛け
る。保健だよりや感染症対策に関する情報は、生
徒保健局からの発信や注意喚起を増やし、健康
管理を意識して行動できる生徒を育成する。

清掃の時間は真摯に清掃活動に取り組む姿勢を
持っている生徒がほとんどなので、美化強化週間
以外にも、生徒厚生局による清掃用具点検等も取
り入れて、校内美化への意識をさらに向上させ
る。教室の換気や熱中症対策等については、今
年度同様、生徒保健局と厚生局で協力して活動さ
せる。

多岐にわたる生徒の健康課題に対応するため、
SSWの相談機能をより効果的に活用することがで
きた。また、そこで得た助言を関係者間で共有し、
支援の方向性確認やアプローチの仕方に活かせ
ることも多くあった。つなぐ意識をもって担任や学
年との連携に尽力し、次年度も生徒にとってより
良い支援ができるよう努める。

今年度継続して生徒指導を行った。外部からの指
摘も数回あったが、登下校時の様子や、交通マ
ナーは向上してきていると思われる。
また、大きな問題行動等はなかった。今後、様々
な悩み等を持った生徒や、支援を要する生徒も増
えてくることが予想される。次年度も引き続き、き
め細やかな指導を継続して行い、生徒を育ててい
きたい。

本年度は、からたち祭（文化祭）を2日間行い、一
般公開する等、生徒会を中心に大きく内容を変更
した。事前に生徒会によるプレゼンテーション等を
行い、計画を立案、実施することで、リーダーは大
きく成長することができた。次年度も、継続して学
校行事や、部活動を充実させ、生徒の成長を後押
ししていきたい。

校内外の様々な活動をとおして、協働の喜びや達成感・連帯感を醸成する。

学校行事をとおして、生徒の主体的なリーダーシップ・フォロワーシップを育
成する。

部活動に積極的に取り組み、感謝の気持ちや規範意識ならびにチャレンジ精
神を培う。

今後予想される道路交通法の変更等を意識し、交通安全意識の向上を図
る。

SNSの利用等について細かな指導を行い、インターネット上での危機管理意
識の向上を図る。

日常生活に潜む危険への危機管理意識の向上を図る。

優先される健康課題を把握し、安全･安心な学校生活ができるようにする。

研究授業および授業アンケートを通じて教員の授業力向上を図る。

新たな人権課題に対応できる知的理解と人権感覚を育成する人権教育を実
践する。

総合型・学校推薦型選抜を適切に活用する。それにともない、面接・小論文
等の指導の組織的な指導は、１学期から行うことができるよう準備する。

課外授業、朝高セミナー、ハイレベル講座を生徒の実態やコースの特性に応
じて効果的に実施し、生徒の学習意欲と学力を向上させる。

小論文･面接対策や時事問題対策の本など､適宜職員からの要望などを取り
入れた多面的な視点での図書の選書を行う｡
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生徒への日々の声かけ面談をとおして、基本的生活習慣の確立した生徒の
育成を図る。

日々様々な場面で他者への配慮等について話をし、集団や社会の一員とし
ての自覚と責任を育成する。

教育相談・いじめ防止対策委員会で情報を収集すると共に日々生徒の様子
に注視し、状況に応じた指導を行い、いじめがなく、いじめを許さない生徒の
育成を図る。
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項目ごと
の評価

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校関係者評価委員会
からの意見

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

A

A

A

A

A

B

B

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

B

B

B

A

A

A

A

A

A

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

○生徒の生活習慣、学習
習慣を把握することで生
徒理解を深め、積極的な
生徒指導、進路指導がで
きている。

○「朝倉市の未来予想図」
（高校生の提言）に応募す
ることで、今後も地域の課
題解決に向けた探究活動
を続けてほしい。将来的に
は、地域を支える人材に
なってほしい。

A

○今後も面談をこまめに
することで、生徒の状況を
把握し、目標意識や学習
意欲の向上を図ってほし
い。

○リーダーシップをとれる
生徒が増えてきたことは素
晴らしい。次年度の活躍を
期待する。

A

○難関大学を目指す生徒
が増えるように生徒のモチ
ベーションを高める指導を
期待している。

○文化祭や体育祭では３
年生がリーダーシップをよ
く発揮し、全体をまとめる
姿が印象的だった。

○インターハイで優勝する
など部活動でも素晴らしい
成果を上げ、地域からも高
い評価を得ている。

生徒の規則正しい生活習慣（５点固定）を確立す
ることにより、学習習慣を身につけた生徒が増え
てきた。しかし、まだ学習習慣が身についていない
生徒もいるので、来年度は早めに希望進路を明
確にし目標を設定した上で学習に取り組ませたい
と考えている。

探究的な活動では、課題を設定し、課題解決に向
けた論理的な思考や相手にわかりやすく伝えるた
めのプレゼンテーション能力を向上させることがで
きた。来年度は、自分の学びたいことなりたいもの
について深く考えていけるとうの取り組みを実施し
たいと考えている。

実施なし

実施なし

毎日の学習調査提出による
学習時間、生活習慣の把握

学校行事や部活動などはもちろんのこと校外の研
修などに参加している生徒もいた。何事も積極的
に活動する生徒を増やしていきたい。
学校内のルールを守る行動は徐々にできるように
なってきている。しかし、校外でのマナーが悪いこ
とがあったので、自分のことだけでなく他者へ配慮
した行動ができるように指導していく。

AA

学校内外でルールを守り生活することを徹底させる。

学校生活のあらゆる場面で他者へ配慮して行動するようを指導する。

自己理解・視野の拡大を基礎
とした適切な進路選択の土台
作り

・教職員の不祥事防止等に対する取組はどうなっているの
か。
・評価については数値目標を具体的に設定した方が評価し
やすいのではないか。

規範意識や協調性、自律性
などの育成による高校生活
への適応

A

学校関係者評価

・特進クラス独自の取組などを充実させることで、生徒の満足度を高め、学校の核となるリーダーの育成を図る。
・外部人材を活用した講演会や大学見学などを実施することでキャリア教育の充実を図る。
・DXハイスクール事業を活用して「総合的な探究の時間」を中心にしたデジタル人材の育成を図る。
・研修を通して教員の教科指導力を高めていく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

生活習慣・学習習慣の定着
による基礎学力の育成 A

生徒の学習状況を把握し、適切な学習方法、学習習慣の定着を支援する。

生徒の生活状況を把握し、適切な生活習慣が身につくよう指導する。

生徒の学力向上のために教科を越えて学年で連携し適切な学習指導を行
う。

学校行事や部活動など学校生活全般へ積極的に生徒を参加させる。

未来塾への参加希望は定員の２倍以上来るな
ど、積極的にリーダーシップを取れるように成長し
たいという気持ちを持つ生徒が増えてきた。生徒
会でも積極的に活動しており、この雰囲気を全体
へ波及させ、生徒を中心に学年で一枚岩になれる
ように指導していきたい。

生徒会活動・部活動への自主的参画の推進

外部研修への積極的参加の推進

A

基礎学力の充実

授業・課外での習熟度に応じた指導の実施

実施アンケートなし A

徐々に受験に対する意識が高まってきており、授
業後に質問を持ってくる生徒も増え始めた。各種
面談を実施し、生徒の状況を把握し、模試分析会
や、教科連絡会を通して情報の共有を図った。今
後、生徒の意欲が行動に繋がるように学習環境
の整備や具体的な提案と伴走に努めていきたい。

計画的・組織的な面談の実施

教科連絡会・模試分析会を通した情報共有

進路実現のための資質・能力
の養成

オープンキャンパス・大学説明会による進路意識の涵養 オープンキャンパス満足度
8/10以上61.2%。
その他記述より、講義の専門
性の高さや設備の充実具合
などから進学に対する意識の
涵養に繋がっていると見られ
る。

A

総探を通じて、進路に関する様々な情報の提供
と、その活用について計画的に伝えていくことがで
きた。また、みらい甲子園のフォーマットを用いた
課題解決型学習では、身の回りのSDGｓのまつわ
ることに関して探究活動を進めることができた。

自主的・実践的な集団活動の
実施

未来塾・修学旅行の活用による自治的・協働的態度の育成

未来塾アンケート：将来役立
つ研修であったか。
満足度平均4.4(/5段階)

A

小論文指導・志望理由書を通した思考力・表現力の育成

課題探究活動の実施による課題解決能力の育成

・進路探求では、志望に合うテーマからレポートを
作成し、入試出願時に個人資料にできるレベルま
で作成する事ができた。・表現力育成では、「小論
文・面接指導」をクラスを離れグループで指導を受
けることで効果的な学習をすることができた。

探究活動を計画的に実施し、表現力を育成する。

進路講演会や説明会を通して入試情報を提供する。

A

希望進路の実現

授業や課外で多角的に学力を向上させ、国公立大学合格80名以上合格を目
指す。

毎日の学習調査提出による
学習時間、三者面談 B

・目標としていた国公立大学８０名以上合格を目
指し、学力の向上を目指すことができた。・難関大
学への出願も１０名程度出すことはできたが、２０
名は必要だった。・生徒の希望進路の実現にむけ
学年が一つになり指導をすることができた。

上級講座を実施し、難関大学10名以上の合格を目指す。

面談によって、学習・生活のつまずきを早期に発見し、組織的に対応する。

自主性・主体性の育成

学校行事においてリーダーとして活躍できる生徒を育成する。

毎日の学習調査提出による
学習時間、生活習慣の把握 A

・学校行事において様々な場面で最終学年として
の務めを果たすことができた。文化祭や体育祭で
は多くのリーダーたちがクラスや学年はもとより朝
倉高校全体を活性化させることができた。・学習調
査などを使い、受験生としての学習習慣や生活習
慣を把握し、面談等で改善を図ることができた。

学年集会やHRにおける指導により、校内外における自己指導能力を育成す
る。

凡事徹底を継続させ、学習習慣や生活習慣のさらなる改善を図る。

思考力・判断力・表現力の育
成

面接指導や小論文指導を早期に組織的に行い、推薦入試に対応できる学力
を培う。

・総合的な探求の時間レポー
ト振り返りシート A

各
学
年

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

様々な場面で探究的な活動に取り組ませることで、価値観や視野を広げさせ
る。

総合的な探究の時間等を利用し、自身の適性や能力についての理解を深め
させる。

総合的な探究の時間等を利用し、やりたいこと、なりたいものについて考えさ
せる。
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